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１．研究計画の概要 
未曾有の高齢者社会にあるわが国では、医

療施設や療養の場において、高齢者の増加は

ますます予想され、高齢者の終末期医療の意

思決定やその支援は、高齢者を取り巻く諸問

題のうちで重要な課題である。高齢者に限ら

ず、現在わが国においては、厚生労働省によ

る終末期医療の方針手続きをめぐる初の指

針などが出され、終末期医療をめぐり関心が

向けられている。 
 そこで本研究「アジアの高齢者の終末期医

療をめぐる事前指示に関する国際比較研究」

では、（1）医療現場での終末期医療をめぐる
事前指示の提示状況や課題点を抽出し、さら

に、（2）日本及びアジア（特に台湾、シンガ
ポール、韓国）の高齢者を対象に、フォーカ

スグループインタビュー調査を実施し、高齢

者が終末期医療の希望の表明方法や意思決

定のあり方について、どのように考えている

のかを明らかにする。（1）と（2）をふまえ
て、わが国の医療現場において、どのような

リビングウィル（判断能力のある成人が将来

判断能力を失ったときに備えて、自分に行わ

れる医療行為に対する意向を前もって文書

によって、意思表示すること）が、適用可能

であるかについて、書式の面を含めて具体案

を提示することを最終目的とする。 
 
２．研究の進捗状況 
 下記の（1）から（3）について、研究の
進捗状況を述べる。 
（1）アジア地域（日本、台湾、シンガポ
ール、韓国）の医療における事前指示につ

いての、法政策を含めた現状と課題につい

ての文献検討。 
日本、台湾、シンガポールの医療政策、及

び医療における事前指示の現状と課題に関

する文献検討はすでに実施した。韓国の文献

については、文献収集の途中であり、2011
年春には終える予定で進めている。 
 台湾ではリビングウィルに関する法律は、

2000 年 5 月 23 日に『安寧緩和医療條例
（Hospice Palliative Care Act）』として制定
され、2000年 6月 7日から施行されている。
この『安寧緩和医療條例』の目的は、回復の

見込みのない末期状態にある患者の終末期

医療に関する意向を尊重し、その権利を守る

ためである。この法律には、医療における事
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前指示、つまり自分に行われる終末期医療に

ついて事前に文書にして示しておくという

リビングウィル（Living will）と、代理人の
委任などが含まれている。現在、登録者はま

だ 1万 5千人足らずである。 
 シンガポールでは、1996年にアドバンス・
メディカル・ディレクティブ（Advance 
Medical Directives Act：以下 AMD 法とす
る）が法制化されているが、普及率が極めて

低い。 
（2）アジア地域での医療における事前指
示についての専門家へのヒアリング調査。 
 台湾およびシンガポールの終末期医療に

関する専門家 3名へのヒアリング調査を実
施した。ヒアリング調査によって、医療に

おける事前指示が普及しない背景や要因に

ついて示唆を得ることができた。 
（3）アジア地域での医療における事前指
示についての高齢者へのインタビュー調査。 
台湾では、6 名の台湾の高齢者にリビング

ウィルについてインタビュー調査をした。シ

ンガポールでは 5名の高齢者へインタビュー
調査を実施した。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進行している。 
（理由） 
文献検討及び専門家へのヒアリング調査、高
齢者へのインタビュー調査が順調に進んで
いる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
今年度、韓国について集中的に調査をすすめ、
最終的に比較研究を行う。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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